












































































東北地方太平洋沖地震に伴う漂流物に関する注意喚起について 

 

 

平成 23 年 3 月 18 日 

海 事 局 

 

 

３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴い、現在、太平洋側の広い範囲

にわたって船舶及び家屋の一部を含む物体が多数漂流しており、海上保安庁から航

行警報が発出されているところ、当該海域を航行する際には、船舶は、十分注意して

航行するように努められたい。 

 

 なお、沿海区域を航行区域とし、沿海区域に対応した船舶職員を配乗させた船舶が、

多数の漂流物があるために沿海区域を超えた海域を航行しないと漂流物との衝突を

回避できない状況が発生した場合にあっては、緊急避難的な観点から、下記を条件と

して、当該船舶が沿海区域を超えて航行することを認めることとする。 

 

 この措置は、標記地震に伴う船舶及び家屋の一部を含む物体の漂流に関する航行

警報が発出されている間に限り適用するものである。 

 

 

 

記 

 
 

沿海区域から大きく逸脱せず、沿海区域を超えた海域を航行しないと漂流物との衝

突を回避できない状況が解消した場合には、速やかに沿海区域に戻ること。 

 

 

以上 



 

平成２３年３月１９日 

問い合わせ先 

国土交通省 海事局海技課 富田・多田 

（代表）03-5253-8111 （内線）45-317,45-318

（直通）03-5253-8655 

 

 

 

東北地方太平洋沖地震災害の発生に伴う被災地の復興を目的とする船舶に係

る乗組み基準の特例について 

 

  

 

平成２３年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震災害による被害の影響

の大きさ等を踏まえ、被災地の復興作業に従事するために定係港及び被災港間等

を回航する船舶については、特例的に、航行の安全を確保した上で、平水区域に

係る乗組みで沿海区域を航行することを認めることと致しました。 

なお、出先機関の開庁状況については、国土交通省ホームページにて別途公表、

随時更新する予定としています。 

 

  

 

  

  

    



3 月 16 日 15 時現在 

東北運輸局における業務運営について（海事関係） 

 業務運営状況 

本局（仙台市） ○ 

青森運輸支局（青森市） ○ 

八戸海事事務所（八戸市） ○ 

秋田運輸支局（秋田市） ○ 

山形運輸支局（酒田市） ○ 

岩手運輸支局（宮古市） ×（被災のため業務停止中） 

気仙沼海事事務所（気仙沼市） ×（被災のため業務停止中） 

石巻海事事務所（石巻市） ×（被災のため業務停止中） 

福島運輸支局（いわき市） ×（被災のため業務停止中） 

 

（※）業務停止中の運輸支局・海事事務所の海事関係 

業務は、現在、本局において代行しております。 

 
【東北運輸局所在図】 



内航油送船による緊急輸送対策について 

○現在、内航油送船により、稼働している日本海側・北海道の油槽所に向け、緊急輸送物資として
のべ48隻が合計で燃料油約17万ＫＬ、原油1万ＫＬ、ＬＰＧガス等約3千トンを輸送。 
○現在、元請オペレーターが運航する油送船は全船が稼働中。日本海側の石油タンクの容量一杯
まで輸送している状況。 輸送 状況。
○太平洋側の石油タンクが使用可能になれば、輸送を振り替えることも可能。 

燃料油31,122kl 

青森 
燃料油61,798kl 

   原油10,000kl 
プロパン1,580t 

秋田 
燃料油8,500kl 

酒田 燃料油70,203kl 
ＬＰＧガス1,550t 

新潟 

  ※数字は平成２３年３月１７日 １８時現在 



内航油送船による緊急輸送対策について

(3/17  18:00現在)

平成２３年３月１８日

海　　　　事　　　　局

○油の海上輸送の約８割を占める、大手４社からのヒアリング調査
　（運航会社：旭タンカー㈱、上野トランステック㈱、鶴見サンマリン㈱、日本タンカー㈱）

積日 積地 揚日 揚地 油種
3月9日 小名浜 3月13日 秋田 C重油 5,000 Kl

ガソリン 3,980 Kl
軽油 1,000 Kl

3月16日 秋田 ガソリン 2,950 Kl
灯油 1,000 Kl

3月11日 軽油 93 Kl
ガソリン 1,900 Kl
軽油 1,000 Kl
灯油 1,000 Kl

3月12日 宇部 3月15日 新潟 LPG 1,550 t
3月13日 仙台 3月14日 青森 A重油 2,100 Kl
3月13日 仙台 3月15日 新潟 A重油 2,150 Kl

ガソリン 2,000 Kl
軽油 3,000 Kl

3月13日 鹿島 3月14日 青森 灯油 5,000 Kl
3月13日 苫小牧 3月14日 秋田 A重油 400 Kl
3月13日 苫小牧 3月15日 新潟 A重油 1,590 Kl
3月13日 徳山 3月15日 新潟 ガソリン 1,300 Kl

ガソリン 2,000 Kl
灯油 2,000 Kl
軽油 1,400 Kl
ガソリン 2,000 Kl
軽油 730 Kl
灯油 2,440 Kl

3月14日 千葉 3月17日 秋田 C重油 5,000 Kl
ガソリン 1,220 Kl
軽油 3,070 Kl
ガソリン 2,000 Kl
軽油 3,000 Kl
ガソリン 3,000 Kl
軽油 2,000 Kl

3月15日 室蘭 3月16日 酒田 灯油 3,000 Kl
3月15日 川崎 3月20日 青森 A重油 2,022 Kl

ハイオク 500 Kl
ガソリン 2,500 Kl
軽油 2,000 Kl

3月15日 室蘭 3月16日 新潟 C重油 2,000 Kl
3月15日 喜入 3月19日 秋田 原油 5,000 Kl
3月15日 室蘭 3月17日 秋田 A重油 1,260 Kl
3月15日 東新潟 3月16日 秋田 C重油 5,000 Kl
3月15日 千葉 3月18日 秋田 C重油 5,000 Kl

3月12日3月10日

3月10日
3月17日

3月14日3月12日

3月14日

室蘭3月15日 新潟3月17日

室蘭3月15日 青森3月16日

室蘭3月15日 新潟3月16日

川崎3月14日 青森3月16日

苫小牧3月14日 秋田3月15日

室蘭3月14日 秋田

宇部 新潟

室蘭 新潟

3月15日

3月13日

数量

室蘭 秋田

千葉
新潟



積日 積地 揚日 揚地 油種 数量
ガソリン 1,900 Kl
軽油 1,000 Kl
ガソリン 2,810 Kl
灯油 3,120 Kl
ガソリン 2,700 Kl
軽油 3,000 Kl

3月16日 喜入 3月20日 秋田 原油 5,000 Kl
3月16日 室蘭 3月18日 新潟 A重油 2,000 Kl
3月16日 室蘭 3月17日 秋田 プロパン 790 t

ガソリン 4,200 Kl
軽油 1,300 Kl
ガソリン 2,778 Kl
軽油 2,030 Kl
ガソリン 2,010 Kl
灯油 3,680 Kl
ガソリン 2,750 Kl
灯油 1,860 Kl
軽油 1,140 Kl

3月17日 苫小牧 3月18日 酒田 灯油 2,600 Kl
ガソリン 2,000 Kl
灯油 2,000 Kl
軽油 1,000 Kl
ガソリン 3,000 Kl
軽油 2,000 Kl

3月17日 坂出 3月20日 青森 A重油 3,080 Kl
3月17日 苫小牧 3月18日 秋田 A重油 2,710 Kl

ガソリン 2,000 Kl
軽油 1,000 Kl

3月18日 新潟 3月19日 秋田 プロパン 790 t
3月18日 東新潟 3月21日 秋田 C重油 5,000 Kl

ガソリン 2,000 Kl
軽油 3,050 Kl
ガソリン 1,860 Kl
灯油 1,440 Kl

3月18日 東新潟 3月21日 秋田 C重油 5,000 Kl
3月18日 蔚山（韓国） 3月21日 秋田 C重油 5,000 Kl

原油 10,000 Kl
A重油 17,312 Kl
C重油 37,000 Kl
ガソリン 55,358 Kl
灯油 29,140 Kl
軽油 32,813 Kl
LPGガス等 3,130 t

新潟3月20日

青森3月21日

川崎

合計
４８隻

四日市3月18日

室蘭3月18日 新潟3月20日

室蘭3月18日

室蘭3月17日 新潟3月19日

室蘭3月17日 新潟3月18日

苫小牧3月16日 新潟3月18日

苫小牧3月16日 秋田3月17日

3月17日 新潟3月20日

川崎3月17日 青森3月19日

宇部3月16日 新潟3月19日

室蘭3月16日 酒田3月17日

宇部3月16日 新潟3月18日



福島原発沖における船舶の航行について 

 

 

平成 23 年 3 月 15 日 

海 事 局 

 

 

 

 沿海区域を航行区域とし、沿海区域に対応した船舶職員を配乗させた船舶は、陸

岸から概ね２０海里として規定される「沿海区域」を超えて航行することはできないが、

福島原発沖の避難区域が沿海区域を超える状況となった場合、緊急避難的に、下記

を条件として、当該船舶が沿海区域を超えて航行することを認めることとする。 

なお、この緊急避難措置は、当該海域の避難海域が沿海区域を超えている間に限

り適用するものである。 

また、本件については、海上保安庁も了解済みであることを申し添える。 

 

 

記 

 
 

１． 迂回航行に当たっては、沿海区域から大きく逸脱しないこと。 

 

２． 航行予定海域の気象・海象に十分注意して航行すること。 

 

 

以上 




